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研究要旨
先天性および若年性の視覚聴覚二重障害の診療情報を集積し、データベース

に登録しその実態を把握する。また視覚聴覚二重障害患者に対する移行期医

療について現状を調査し、移行期医療支援手順書作成、診療マニュアル改訂

を通じて移行期医療の充実を図る。

Ａ．研究目的

先天性および若年性の視覚聴覚二重障害の診療

情報を集積し、原因・病態別臨床像の解明を図

る。それらを基に、移行期医療の診療マニュア

ルの改訂、活用促進、移行期医療支援手順書の

作成を行う。

Ｂ．研究方法

当院の外来を受診した先天性および若年性の視

覚聴覚二重障害の患者の臨床データの登録を行

う。

移行期医療について、担当医師および ST から

情報を収集し、当院の実態を調査する。また移

行期医療の取り組みや諸問題について検討を行

い、移行期医療支援手順書に反映させる。

(倫理面への配慮) 
本研究は、当施設の臨床研究審査委員会の承認

を得ている。また対象となる患者に対しては説

明を行い、文書による同意を取得する。

Ｃ．研究結果  

今年度は新規に登録できる症例は無かった。

移行期医療支援について、先天性および若年性

の視覚聴覚二重障害の原因となる難聴の診療マ

ニュアル改訂に際して、当院の現状を基にアン

ケート調査に協力した。また移行期医療支援手

順書の作成に関与した。

日本聴覚医学会に参加して、視覚聴覚二重障害

の移行期医療支援に関する情報収集を行い、実

臨床に応用できるように取り組んだ。

Ｄ．考察

移行期医療支援については、これまで主に症例

毎にケースバイケースでの対応であったが、自

施設の医療支援の問題点や課題を抽出するのみ

ならず、他施設での実態についての情報を得る

ことができた。これらを基に自施設における移

行期医療支援へフィードバックすることで移行

期医療支援の充実が図れるようになった。

また、マニュアルや手順書の積極的な活用によ

って医師のみにならず、看護師やリハビリ職と

の移行期医療支援についての情報共有が進んだ

と思われる。

一方で、新型コロナ感染による移動や対面によ

るコミュニケーションの制限は、移行期医療に

も大きな問題を生じさせていることが再認識さ

れた。

Ｅ．結論

移行期医療支援について、診療マニュアルの改

訂および手順書作成によって、実際の診療を円

滑に進めることができるようになった。
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